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復興の現状や魅力の情報発信

「知る」・「食べる」・「楽しむ」の３つの観点から、多様なメディアを活用した情報発信を実施。
また、自治体による風評の影響の払拭に向けた魅力の発信等の取組を支援。

（２）イベント等を通じた情報発信

①主催イベントの開催
商業施設で、復興庁主催のイベントを開催。
復興の状況などのトークセッションや福島県産品
の物販等を実施。

②各種イベントへの出展
各種イベントへのブース出展を実施（R6:7回）。
復興の現状やALPS処理水の海洋放出の安全性、地元産品の物
販、地域の魅力等を発信。

国内

③親子釣りイベントの開催
福島県の水産物の安全性等に係る理解度向上を目的とした
親子釣りイベントを開催。

＜報道状況等＞
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復興の現状や魅力の情報発信

「知る」・「食べる」・「楽しむ」の３つの観点から、多様なメディアを活用した情報発信を実施。
また、自治体による風評の影響の払拭に向けた魅力の発信等の取組を支援。

（２）イベント等を通じた情報発信

①イベントへのブース出展
タイ・オーストラリアにおいて、福島の復興の現
状や食・観光の魅力等について発信するイベント
に出展（R6:2回）。

②国際会議等の機会を活用した発信
太平洋・島サミットの林官房長官夫妻主催レ
セプションにおいて、英語版のパネル展示、
パンフレット配布、被災地産品の食材提供等
実施し、各国首脳に福島県の魅力をPR。

国外

４

③在外公館と連携した情報発信
在アメリカ合衆国日本国大使館と連携し、「天
皇誕生日レセプション」、「泡盛・メスカルの
夕べ」において福島産牛肉・日本酒等を提供。




